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平成２７年４月２７日 

 

報道関係者各位 

 

                       公益社団法人マナーキッズ®プロジェクト 

 

  墨田区おもてなしの心を持った子供を育てる人材育成事業について 

 

 今般、墨田区（区長：山本亨）と公益社団法人マナーキッズ®プロジェクト（理事長：田

中日出男）は、昨年に引き続き、協働して墨田区内公立保育園、私立保育園及び認証保

育所の 5 歳児及びその保護者を対象に、次の通り「おもてなしの心を持った子供を育て

る人材育成事業」に取組みます。 

 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックが開催されることが決定し、ボクシング

開催会場を有し、東京スカイツリー○R も含めた観光資源を有する墨田区には、多くの国

内、国外からの観光客が来街することが想定されます。それまでの間に、「おもいやり」

のある人間形成、墨田区の「やさしいまち宣言」を推進する人材育成、オリンピズム（「ス

ポーツを通して心身を向上させ、さらには文化・国籍など様々な差異を超え、友情、連

帯感、フェアプレーの精神をもって理解し合うことで、平和でよりよい世界の実現に貢

献する」という、クーベルタンが提唱したオリンピックのあるべき姿）を体現する地域

人材育成が肝要です。そのためには、小学校就学前の段階から、スポーツを通して運動

能力を高めつつ、挨拶や礼儀作法が身につくような実践的な取組が継続的に必要です。

また、本事業を通して、墨田区が健康でマナーのあるコミュニティへと更なる発展を遂

げ、世界に誇れる人材を排出する先進自治体、東京オリンピックの開催される自治体と

して世界に訴求します。 

 どのような手段・方法で実施するかにつきましては、スポーツ等を通し日本の伝統的な

礼法を体験し、＜体・徳・知＞バランスのよい子どもを育てるべく全国で活動している

公益社団法人マナーキッズプロジェクトに次の内容を委託します。 

１ 保育士を中心とした研修（年５回） 

墨田区保育園及び幼稚園の保育士等に対して、マナー及び生活習慣等につい

ての研修を実施することにより、それらにおける意識改革を図ります。 

講師は、千葉敬愛短期大学明石要一学長（園長・副園長他対象）及び根本正雄根

本わくわく体操教室代表（保育士対象）です。 

２ 実践（現地における指導） 

墨田区保育園及び幼稚園の５歳児及び保護者に対して、てのひらテニスとい

うスポーツを通して、運動機能を高めつつ、挨拶や礼儀作法等を指導します。 

 ３ 調査 
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     各保育園、幼稚園及び各家庭において、生活習慣・マナーに係る調査（①言

葉 ②お辞儀・挨拶 ③歩き方・姿勢 ④生活 ⑤社会規範）を実施します。 

４ 分析及び報告 

     調査内容を受けて、分析及び検証し、今後の家庭教育、各保育園及び幼稚園

の指導計画に役立たせます。同時に、全国的なデータをもとに、墨田区におけ

る分析等の報告及び今後の計画を作成します。 

 墨田区において成果をあげ、2020 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、「おもて

なしの心を持った子供を育てる人材育成事業」が東京都全域、そして日本全国に波及すこ

とを期待しております。 

平成２７年度は、下記の通り開催します。 

ご取材賜れば幸甚です。 

何卒宜しくご高配の程お願い申し上げます。 

                   記 

27 年度墨田区保育園開催予定 

 開催日       名称 数   時間     住所   電話 

4 月 27 日 月 墨田区立江東橋保育園 30 16：15～17：45 墨田区緑 4－35－9 03－3631－2411 

5 月 21 日 木 墨田区立おむらい保育園 20 16：15～17：45 墨田区文花 1－32－1－103 03－3613－5391 

6 月 4 日 木 墨田区立花園保育園 23 16：15～17：45 墨田区東向島 3－16－2 03－3614－5430 

6 月 5 日 金 墨田区立太平保育園 19 16：15～17：45 墨田区太平 1－13－10 03－3626－0776 

6 月 9 日 火 墨田区立梅若保育園 23 16：15～17：45 墨田区墨田 2－38－13 03－3611－6571 

6 月 10 日 水 墨田区立長浦保育園 25 16：15～17：45 墨田区八広 5－10－1―105 03－3616－7227 

6 月 11 日 木 墨田区立八広保育園 24 16：15～17：45 墨田区八広 3－7－5 03－3617－2323 

6 月 17 日 水 墨田区立しらひげ保育園 22 16：15～17：45 墨田区堤通 2－5－5－101 03－3611－1580 

6 月 18 日 木 墨田区立中川南保育園 21 16：15～17：45 墨田区立花 6－8－2－106 03－3616－4141 

6 月 19 日 金 墨田区立福神橋保育園 18 16：15～17：45 墨田区文花 1－30－21－101 03－3611－7721 

6 月 23 日 火 墨田区立鐘ヶ淵北保育園 23 16：15～17：45 墨田区堤通 2－8－15－109 03－3619－8531 

6 月 24 日 水 墨田区立立川保育園 19 16：15～17：45 墨田区立川 1－5－2 03－3633－6960 

6 月 25 日 木 墨田区立寺島保育園 19 16：15～17：45 墨田区東向島 1－23－10 03－3614－0311 

7 月 9 日 木 墨田区立すみだ保育園 21 16：15～17：45 墨田区墨田 4－22－4－101 03－3619－5844 

7 月 16 日 木 墨田区立文花保育園 20 16：15～17：45 墨田区文花 1－24－5 03－3611－6068 

9 月 3 日 木 墨田区立水神保育園 17 16：15～17：45 墨田区堤通 2－6－9－103 03－3616－1970 

9 月 16 日 水 墨田区立東あずま保育園 19 16：15～17：45 墨田区立花 1－27－6－101 03－3613－2868 

10月 29日 木 墨田区立横川橋保育園 25 16：15～17：45 墨田区太平 1－27－13 03－3622－3323 

11月 11日 水 墨田区立中川保育園 22 16：15～17：45 墨田区東墨田 2－1－15 03－3612－2968 

1 月 14 日 木 墨田区立亀沢保育園 19 16：15～17：45 墨田区亀沢 1－27－5 03－3624－7781 
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1 月 26 日 火 墨田区立たちばな保育園 20 16：15～17：45 墨田区立花 3－21－16 03－3617－7950 

2 月 4 日 木 墨田区立東駒形保育園 15 16：15～17：45 墨田区東駒形 1－6－8 03－3625－8672 

  若干の追加があります。     

  27 年度研修会開催予定         

5 月 18 日 月 墨田区役所会議室  18：15～19：30 保育士研修会  

6 月 18 日 木 墨田区役所会議室  18：15～19：30 園長・副園長研修会  

6 月 23 日 火 墨田区役所会議室  18：15～19：30 保育士研修会  

9 月 29 日 火 墨田区役所会議室  18：15～19：30 園長・副園長研修会  

11月 19日 木 墨田区役所会議室  18：15～19：30 園長・副園長研修会  

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

問い合わせ先 

  墨田区子育て支援担当部長：関口芳正  電話：03-5608-1111（内線 3450） 

  公益社団法人マナーキッズプロジェクト 理事長 田中日出男 

  電話 03－3339－6535 ＦＡＸ 03-6426-1580 

          URL  http://www.mannerkids.or.jp/ 

 

 

http://www.mannerkids.or.jp/
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補足説明 

１ 予算額について 

  年間約 97 万円である。 

なお、国庫補助、東京都補助を活用したいと考えている。 

文部科学省 学校・家庭・地域の連携協力推進事業（補助率１／３） 

東京都 家庭教育支援基盤形成事業（補助率１／３） 

  （内容） 

社会全体で子供を支えていくため、地域住民等、豊富な社会体験を持つ外部人材

等を活用し、「家庭教育支援」の学校・家庭・地域の連携協力による様々な教育支

援活動を支援する。 

２ 墨田区の「やさしい まち宣言について」 

 墨田区では、墨田区基本構想の下、「協治（ガバナンス）」の考え方に基づき、区民・

団体・ＮＰＯ・企業等の協働による「やさしいまちづくり」の実現を図るため、体系

的に「人づくり」の施策を推進している。この「人づくり」施策の基本となるのは、

区民の一人ひとりが自らの行動に責任をもち、他人や地域、さらには環境などに対し

て、「やさしさ」や「おもいやり」の心をもつことであり、また、社会人としてのモラ

ルの保持やマナーの向上、あるいは公徳心の向上を図っていくことであると考えてい

る。そこで、こうした趣旨を達成するため、西暦 2000 年のいわゆるミレニアムの年に、

「すみだ やさしいまち宣言」を行い、広く「人づくり」に関する区民運動を展開し

ている。 

＊「すみだ やさしいまち宣言 人と地域と環境のために」 

わたくしたち墨田区民は、21 世紀という新しい時代を迎えるにあたり、「やさしさ」

や「おもいやり」の心を大切にして、人と地域と環境に対してやさしいまちをつくり、

未来の世代に引き継いでいくために、次のとおり行動します。1． 人と人とのふれあい

を大切にして、お互いに支え合う「人にやさしいまち」の実現に努めます。2． まちを

きれいにし、他人への迷惑行為や犯罪をなくし、すべての人が安心して暮らせる「地域

にやさしいまち」の実現に努めます。 3． 環境に配慮し、限りある資源を大切にする

「環境にやさしいまち」の実現に努めます。 

３ マナーキッズプロジェクトについて 

 プログラムは、子どもの体力・運動能力の低下に歯止めをかける＜体育＞、挨拶・礼 

儀法の基本的マナーとスポーツマンシップを習得させる＜徳育＞、運動で知性を育む 

＜知育＞を考慮して組まれており、既に実施した全国各地（47 都道府県、125,000 人

を超える園児・児童が参加）の幼稚園・小学校から高い評価を得ている。 

34 都道府県、310 小学校他において授業に採用されている。全国で初めて予算化した

品川区の浜川小学校から「規律正しい児童は学力も大きく向上する」－「マナーキッ

ズ」を「市民科授業」に取り入れて－という事例報告がされている。 

４ マナーキッズ親子てのひらテニス教室について 
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まず、保護者は、小笠原流礼法鈴木万亀子総師範の「家庭内の躾」講話を聴講するこ

とにより、子育てに必要な心構えを習得する。その後、保護者に対し、基本的な挨拶・

お辞儀の仕方を指導した後、保護者も指導陣に加わり、軽く、柔らかな素材でできて

いる幼児向けの「てのひらけっと」とスポンジボールを使用し、マナーキッズ親子て

のひらテニス教室を展開することにより、正しい姿勢・挨拶の仕方を反復練習し、小

さな頃から、基本的な挨拶・お辞儀を体得する。  

５「マナーキッズ」調べについて   

  公益社団法人マナーキッズプロジェクトは、文部科学省、「早寝早起き朝ごはん」全国

協議会の後援、明石要一千葉敬愛短期大学学長、鈴木万亀子小笠原流礼法総師範の監

修により、幼児期、小学校期に身につけるべき、正しいお辞儀・挨拶、歩き方・姿勢、

言葉、生活、社会規範を明確にし、それに向かって、本人、保護者、教師が一体にな

って取組み、次代を担う子どもたちが将来、世界各国の人々から尊敬される日本人に

なる一助にする、また、園児・児童の規範意識を高めることにより、「いじめ」「学級

崩壊」「小 1 プロブレム」克服の一助にするために「マナーキッズ」調べを実施してい

る。 

「マナーキッズ」調べの帳票は、幼稚園・保育園用、小学校 1～４年生用、５～６年生用

の三種類がある。 

小学生は、「マナーキッズ」調べ記入の手引きを参考にしながら、自己採点する。幼稚

園・保育園園児の場合は、保護者、先生が自己採点の指導をする。 

自己採点した「マナーキッズ」調べを、保護者に提出し、保護者と話し合う。 

その後、先生・園児、児童間で話合う。 

 話し合いの結果、幼稚園・保育園用、小学校１～４年生用、５・６年生用夫々について、

７０点～７９点を初級、８０点～８９点を中級、９０点以上を上級、及び１００点満点

は、１００点満点賞として、表彰する。上記点数に達しない場合においても、２０点以

上向上した場合も表彰する。 

 年１回、１０月に、東京において、「マナーキッズ」調べ表彰者発表会を開催する。 

５ マナーキッズ体幹遊びについて  

公益社団法人マナーキッズプロジェクトは、早稲田大学スポーツ科学学術院「子供の

姿勢研究班」、根本正雄根本わくわく体操教室代表のご協力を得て、マナーキッズ体幹

遊びを実施している、 

小笠原流礼法鈴木万亀子総師範から習った正しい姿勢、お辞儀・挨拶の仕方を次の通

り、体育・保健体育の全スポーツ及び日常の学校、園生活を通して、正しい姿勢他を体

得する。 

イ 授業の始めと終わりの挨拶を通して体幹を鍛える 

ロ 学校、園生活（体育や保健体育の時間や休み時間等）において身体活動量を増や

して体幹を鍛える。 
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ハ 朝の会等での運動を通して体幹を鍛える 

幼稚園・保育園用、小学校低学年用、小学校高学年用のプログラムがあり、発達段階

に応じた体幹遊びを実施する。 

 

                                   以上 


